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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第138期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第139期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第138期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成21年 
　　４月１日 
至　平成21年 
　　６月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (千円) 526,998 509,0812,089,428

経常利益 (千円) 47,310 61,438 114,864

四半期(当期)純利益 (千円) 47,985 62,439 99,954

純資産額 (千円) 2,791,3672,902,9442,839,589

総資産額 (千円) 7,294,7167,033,4537,092,857

１株当たり純資産額 (円) 266.43 277.19 271.10

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 4.58 5.96 9.54

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 38.3 41.3 40.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 14,577 39,587 233,884

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △82,386 △5,337 65,129

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △97,841△100,306△396,998

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 385,786 387,405 453,472

従業員数 (名) 57 53 56

(注)１．　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　２．　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第1四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてる事業

の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第1四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名)
53

(107)

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除いた就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第1四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマーの従業員を含み、派遣社員を除いています。

　　　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名)
23
(93)

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除いた就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第1四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマーの従業員を含み、派遣社員を除いています。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】
　

当社は映画興行やフィットネスクラブ運営等のサービス業及び不動産賃貸業を中心に業態を形成してお

り、受注・生産形式の営業活動は行っておりません。また、販売の状況については、「４　財政状態、経営成績

及びキャッシュ・フローの状況の分析　(1)経営成績の分析」における「事業の種類別セグメントの状況」

の記載に示した通りであります。

　

２ 【事業等のリスク】

当第1四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1)経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間における我が国の経済は、企業収益の減少や雇用情勢の悪化、個人消費の落ち

込みといった諸問題を依然として抱えたまま、景況の低迷に対する危機感は未だぬぐい去れない状況が続

いております。映画興行界においてもまた、ヒット作・話題作が不足するなど、景況の不透明感が営業成績

に大きく影響を与えております。 

　このような状況のもと、当社グループの当第１四半期連結会計期間の業績につきましては、個人消費の動

向に少なからず影響を受けた映画興行事業部門、スポーツ・レジャー事業部門は前年に引き続き低調な成

績に推移したものの、一方で不動産事業部門、自動車教習事業部門はほぼ計画通りに推移し、売上高は５億

９百万円（前年同期比3.4%減）、営業利益は６千６百万円（前年同期比11.6%増）、経常利益は６千１百万

円（前年同期比29.9%増）、四半期純利益は６千２百万円（前年同期比30.1%増）となりました。 

　当第１四半期連結会計期間の事業の種類別セグメントの状況は以下の通りであります。 

　

（映画興行事業部門） 

　ヒット作・話題作が不足するなか、「新宿武蔵野館」「甲府武蔵野シネマファイブ」では、機動的な番組

編成を心掛け、より多くの作品をラインナップし上映に努めてまいりました。その結果、「アイ・カム・

ウィズ・ザ・レイン」や「スラムドッグ＄ミリオネア」等、比較的好稼働した作品もありましたが、総じて

力のある作品が少なく、部門全体の売上高は８千５百万円（前年同期比5.3%減）、営業損失は１千２百万円

（前年同期は９百万円の営業損失）となりました。 

　（スポーツ・レジャー事業部門） 

　「コナミスポーツクラブ自由が丘」ではホームページをはじめ新聞折込、地域でのチラシ配り等の営業活

動を積極的に行うとともに、「パーソナルスイム」や「パーソナルトレーニング」といった会員様個々の

ご要望に合わせたプライベートプログラムの強化を実施してまいりましたが、個人消費の伸び悩み等の影

響が依然大きく、部門全体の売上高は６千万円（前年同期比11.7%減）、営業損失は１千５百万円（前年同

期は９百万円の営業損失）となりました。 

　また、「武蔵野インドヨガ学園自由が丘校」は、ヨガブームの沈静化に伴い売上高が減少傾向にあるなか、

地域を中心にホットヨガのＰＲに努めてまいりましたが、今後、業績回復の見込は難しいとの経営判断によ

り、平成21年８月末日をもって閉鎖することとなりました。 

　（不動産事業部門） 

　賃貸部門の入居状況につきましては大きな変化なく引き続き安定しております。販売部門につきまして

は、当第１四半期会計期間においては仕入、販売等の活動を差し控え、昨年に引き続き市況の動向を注意深

く見守るに止まっております。以上のことから部門全体の売上高は１億８千４百万円（前年同期比0.2%

増）、営業利益は５千２百万円（前年同期比17.3%増）となりました。 

　（自動車教習事業部門） 

　夏休みを間近に控え、自動車運転免許取得可能年齢に達して間もない若年層を中心に、キャンペーン割引

等をアピールするなど、地域との信頼関係に根差した営業活動を行うとともに、教習メニューの多様化や送

迎バスの利便性を改善し、サービスの向上と業務の効率化をはかってまいりました。その結果、部門全体の

売上高は１億１千６百万円（前年同期比0.9%増）、営業利益は３千４百万円（前年同期比29.0%増）となり

ました。 

　（その他の事業部門） 

　外部に経営委託している東京都新宿区のタピオカ入りソフトドリンク販売店は、新宿駅前という利便性と

女性を中心とした顧客層からの支持により、営業成績は堅調に推移しておりますが、一方で景気の影響を受

け住宅関連資材の売上は依然縮小傾向にあります。その結果、部門全体の売上高は６千１百万円（前年同期

比9.5%減）、営業利益は７百万円（前年同期比1.1%増）となりました。 
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(2)財政状態の分析

当第1四半期連結会計期間末における総資産は、有利子負債の返済等で流動性預金が減少したことや有形

固定資産の減価償却による減少などから、前連結会計年度末に比べ５千９百万円減の70億３千３百万円と

なりました。 

　負債合計は、有利子負債の返済を進めたことにより長期借入金が減少し、前連結会計年度末に比べ１億２

千２百万円減の41億３千万円となりました。 

　純資産合計は、四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加により、前連結会計年度末に比べ６千３百万

円増の29億２百万円となりました。 

 

(3)キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ６千６百万円減の３億８千７百万円（前年同期比0.4%増）となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

〈営業活動によるキャッシュ・フロー〉

　営業活動によって得られた資金は、６千３百万円の税金等調整前四半期純利益に対し、仕入債務の減少１

千３百万円や持分法による投資利益６百万円があったことなどから、３千９百万円（前年同期比171.6%

増）となりました。

〈投資活動によるキャッシュ・フロー〉

　投資活動によって使用した資金は、有形固定資産の取得による支出４百万円等により、５百万円（前年同

期は８千２百万円の支出）となりました。 

〈財務活動によるキャッシュ・フロー〉

　財務活動によって使用した資金は、長期借入金の返済による支出９千７百万円等により、１億円（前年同

期は９千７百万円の支出）となりました。 

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第1四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

該当事項はありません。
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  (6) 経営成績に重要な影響を与える要因について

　　　映画興行事業は作品の持つ話題性や集客力次第で営業成績が大きく左右される側面があり、経営成績に重

要な影響を与えるひとつの要因といえます。当第1四半期連結会計期間においては、ヒット作不足のなか、

タイムテーブルを機動的に組むことにより、より多くの作品を上映して売上増に努めてまいりましたが、

部門収益は伸び悩みました。しかしながら、６月末より上映の「ディア・ドクター」が好評を博すなど、

今後もメジャー作品とはテイストの異なる個性あふれる作品を数多く取り揃えることにより、第２四半

期以降の巻き返しに力を入れております。また、当社グループにおける不動産事業につきましては、一定

の収益が見込める不動産賃貸業と不動産投資業が柱となっており、グループ全体の事業基盤を下支えす

るうえで重要な役割を担っております。今後も安定的な事業基盤を継続していくために、当社の不動産事

業を取り巻く経営環境に充分留意していく所存です。

　

  (7) 経営戦略の現状と見通し

各セグメント別の経営戦略を明確にし、従業員全員が共通意識を持つことで、課題である繰越損失の解

消の実現に取り組んでおります。

映画興行事業は、規模の大小を問わず良質な作品を積極的に上映し、大手シネコンとの違いを明確にす

ると同時に、劇場内のディスプレイにも工夫を凝らし、味わいあるアットホームな雰囲気作りを大切にし

て、より多くのお客様に足を運んでいただけるような映画館を目指してまいります。

スポーツ・レジャー事業は、不採算の「武蔵野インドヨガ学園自由が丘校」を平成21年８月に閉鎖し、

経営資源を「コナミスポーツクラブ自由が丘」に集中してまいります。「コナミスポーツクラブ自由が

丘」では、会員様それぞれの志向にあったフィットネス・プログラムをより多く取り揃え、既存会員の皆

様の満足度向上と新規会員の獲得に向け、今後も地域を中心にＰＲ活動を続けてまいります。

不動産事業は、投資物件や賃貸物件の資産価値の維持・充実に力を注ぐとともに、不動産販売につきま

しては引き続き市況をよく見極め判断してまいります。

自動車教習事業は、今後就職を控えた若年層世代へのＰＲに力を入れ、また、しっかりとした自動車運転

技能を身につけて卒業していただくことで、今後も地域から評価・信頼される自動車教習所を目指してま

いります。

　

  (8)資本の財源及び資金の流動性についての分析

　 ①流動性の管理方針

映画興行や不動産賃貸が事業の主軸であるため、売上債権の回収については概ね効率が良いものと考え

ております。売掛債権が発生するケースとしては、映画配給会社への前売入場券精算等がありますが、殊に

小規模の映画配給会社については、常時相手先の状態に気を配り、営業部門と経理部門の情報交換を密に

しリスク管理を行っております。

　 ②短期的な債務の状況

当社グループの流動負債の構成比は、総資産に対し9.2%となりました。主な内訳は「一年以内返済予定

の長期借入金」３億９千１百万円であります。今後も財務基盤の安定性を保つために、短期的な債務の管

理には細心の注意をはらってまいります。

③ファイナンス及び資本の財源

資本市場における資金の調達は平成元年以降行っておりません。現在は主に金融機関からの借入金によ

り資金調達を行っております。また当社は繰越損失の解消が急務であり、キャッシュ・フロー経営を徹底

させることにより自己資本の増強に努めることが第一と考えております。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第1四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第1四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　

　

EDINET提出書類

武蔵野興業株式会社(E04591)

四半期報告書

 8/25



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,500,00010,500,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 10,500,00010,500,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

― 10,500,000 ― 1,004,500 ― ―

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第1四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式        ― ―                ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ―                ―

議決権制限株式(その他) ― ―                ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

25,000
―                ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,410,000
10,410　　　　　　　 ―

単元未満株式
普通株式

65,000
―                ―

発行済株式総数 10,500,000― ―

総株主の議決権 ― 10,410 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式767株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
武蔵野興業株式会社

東京都新宿区新宿3-27-10 25,000 ― 25,000 0.2

計 ― 25,000 ― 25,000 0.2

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月

最高(円) 174 171 183

最低(円) 165 168 168

(注)　株価は、東京証券取引所市場第２部によります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第1四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第1四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当

第1四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、公認会計士片渕博義氏及び八重洲監

査法人により四半期レビューを受け、当第1四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日

まで）及び当第1四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表については、八重洲監査法人により四半期レビューを受けております。

　なお、当社の公認会計士又は監査法人は次のとおり交代しております。

　第138期連結会計年度　公認会計士片渕博義氏、八重洲監査法人

　第139期第1四半期連結会計期間及び第139期第1四半期連結累計期間　八重洲監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 687,405 753,472

受取手形及び売掛金 43,095 58,437

たな卸資産 ※２
 3,238

※２
 3,299

繰延税金資産 43,104 43,104

その他 106,125 97,028

貸倒引当金 △1,845 △1,887

流動資産合計 881,122 953,453

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,118,941 1,140,799

機械装置及び運搬具（純額） 14,801 16,838

工具、器具及び備品（純額） 62,899 66,087

土地 3,861,284 3,861,284

リース資産（純額） 36,363 38,544

有形固定資産合計 ※１
 5,094,288

※１
 5,123,552

無形固定資産

借地権 76,260 76,260

その他 12,269 12,948

無形固定資産合計 88,529 89,208

投資その他の資産

投資有価証券 711,986 669,874

長期貸付金 735,342 735,128

その他 177,093 176,335

貸倒引当金 △654,907 △654,693

投資その他の資産合計 969,514 926,644

固定資産合計 6,152,331 6,139,404

資産合計 7,033,453 7,092,857

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 70,628 83,775

短期借入金 391,364 391,364

リース債務 8,727 8,727

未払法人税等 992 3,970

賞与引当金 25,142 14,055

その他 148,575 162,591

流動負債合計 645,428 664,482
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

固定負債

長期借入金 1,260,366 1,358,207

リース債務 27,635 29,817

退職給付引当金 172,097 175,779

役員退職慰労引当金 18,648 18,648

再評価に係る繰延税金負債 1,397,455 1,397,455

その他 608,880 608,880

固定負債合計 3,485,081 3,588,786

負債合計 4,130,509 4,253,268

純資産の部

株主資本

資本金 1,004,500 1,004,500

利益剰余金 △222,363 △284,802

自己株式 △6,918 △6,635

株主資本合計 775,219 713,063

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,548 △2,747

土地再評価差額金 2,129,273 2,129,273

評価・換算差額等合計 2,127,725 2,126,526

純資産合計 2,902,944 2,839,589

負債純資産合計 7,033,453 7,092,857
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 526,998 509,081

売上原価 271,007 259,547

売上総利益 255,991 249,534

販売費及び一般管理費 ※１
 196,169

※１
 182,789

営業利益 59,822 66,745

営業外収益

受取利息及び配当金 1,768 2,617

持分法による投資利益 4,029 6,246

その他 135 222

営業外収益合計 5,932 9,085

営業外費用

支払利息 18,434 14,380

その他 10 12

営業外費用合計 18,444 14,392

経常利益 47,310 61,438

特別利益

貸倒引当金戻入額 584 898

前期損益修正益 1,682 －

収用補償金 － 729

その他 455 367

特別利益合計 2,721 1,994

特別損失

前期損益修正損 739 －

店舗閉鎖損失 220 －

特別損失合計 959 －

税金等調整前四半期純利益 49,072 63,432

法人税、住民税及び事業税 1,087 993

法人税等合計 1,087 993

四半期純利益 47,985 62,439
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 49,072 63,432

減価償却費 35,036 34,308

貸倒引当金の増減額（△は減少） △378 172

受取利息及び受取配当金 △1,768 △2,617

支払利息 18,434 14,380

為替差損益（△は益） 31 11

持分法による投資損益（△は益） △4,029 △6,246

売上債権の増減額（△は増加） 3,519 15,342

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,518 61

仕入債務の増減額（△は減少） △8,981 △13,147

その他 △56,067 △50,400

小計 36,387 55,296

利息及び配当金の受取額 1,743 2,617

利息の支払額 △18,423 △14,356

法人税等の支払額 △5,130 △3,970

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,577 39,587

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △50,000 －

有形固定資産の取得による支出 △11,160 △4,127

無形固定資産の取得による支出 － △194

貸付金の回収による収入 276 286

貸付けによる支出 － △500

その他 △21,502 △802

投資活動によるキャッシュ・フロー △82,386 △5,337

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △97,841 △97,841

リース債務の返済による支出 － △2,182

自己株式の取得による支出 － △283

財務活動によるキャッシュ・フロー △97,841 △100,306

現金及び現金同等物に係る換算差額 △31 △11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △165,681 △66,067

現金及び現金同等物の期首残高 551,467 453,472

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 385,786

※１
 387,405
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【継続企業の前提に関する注記】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１　繰延税金資産の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結

会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会

計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　3,336,208千円

 

※２　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。 

　　　商品　　　　　　　　　　　　　　　2,801千円 

　　　貯蔵品　　　　　　　　　　　　　　　437千円 

 

　３　偶発債務

　　　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金

　　に対して、次の通り債務保証を行っております。

　　㈱野和ビル　　　　　　　　　　　　436,000千円　　

※１　有形固定資産の減価償却累計額　3,304,998千円

 

※２　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

　　　商品　　　　　　　　　　　　　　　2,862千円

　　　貯蔵品　　　　　　　　　　　　　　　437千円

 

　３　偶発債務

　　　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金

　　に対して、次の通り債務保証を行っております。

　　㈱野和ビル　　　　　　　　　　　　448,000千円　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給料手当　　　　　　　　　　　　54,063千円

　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　35,641千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　11,144千円

　　　減価償却費　　　　　　　　　　　11,135千円

　　　租税公課　　　 　　　　　　　　　7,543千円

　　　法定福利費　 　　　　            8,850千円

　　　地代家賃　　　　　　　　　　　  25,327千円

　　　手数料　　　　　 　　　　　　　　4,407千円

　　　退職給付引当金繰入　　 　　　　　2,658千円

　　　交際接待費　　　 　　　　　　    2,111千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給料手当　　　　　　　　　　　　51,386千円

　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　34,171千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　11,087千円

　　　減価償却費　　　　　　　　　　　10,316千円

　　　租税公課　　　 　　　　　　　　　6,953千円

　　　法定福利費　 　　　　            6,293千円

　　　地代家賃　　　　　　　　　　　  24,593千円

　　　手数料　　　　　 　　　　　　　　6,153千円

　　　退職給付引当金繰入　　 　　　　　3,821千円

　　　交際接待費　　　 　　　　　　    3,757千円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 785,910千円

　　　計 785,910千円

預入期間が３か月超の定期預金 △400,124千円

現金及び現金同等物 385,786千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 687,405千円

　　　計 687,405千円

預入期間が３か月超の定期預金 △300,000千円

現金及び現金同等物 387,405千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第1四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 10,500,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 27,415

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　   該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　    当四半期連結会計期間における四半期連結累計期間において行われた配当はありません。
　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　    株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

　
映画興行
事業
(千円)

スポーツ・
レジャー事
業

（千円）

不動産
事業
（千円）

自動車教習
事業
(千円)

その他の事
業
(千円)

計
(千円)

消去又は全
社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

90,80869,001184,078115,42467,687526,998 ― 526,998

　(2) セグメント間の内
部売上高又は振替高

― ― 17,604 ― ― 17,604(17,604)―

計 90,80869,001201,682115,42467,687544,602(17,604)526,998

営業利益又は営業損失
(△)

△9,908△9,10244,72926,9567,07759,752 70 59,822

(注)　１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　２　各事業の主な内容

     　　(1)映画興行事業　　　　　　映画興行及び映画館売店等の運営

　　　　 (2)スポーツ・レジャー事業　スポーツクラブ、ヨガ教室の運営　

　　　　 (3)不動産事業　　　　　　　不動産の販売及びテナントビルの賃貸等

　　　　 (4)自動車教習事業　　　　　自動車教習所の運営

　　　　 (5)その他の事業　　　　　　物品販売及び版権事業等

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　
映画興行
事業
(千円)

スポーツ・
レジャー事
業

（千円）

不動産
事業
（千円）

自動車教習
事業
(千円)

その他の事
業
(千円)

計
(千円)

消去又は全
社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

85,96160,951184,425116,50861,236509,081 ― 509,081

　(2) セグメント間の内
部売上高又は振替高

― ― 17,604 ― ― 17,604(17,604)―

計 85,96160,951202,029116,50861,236526,685(17,604)509,081

営業利益又は営業損失
(△)

△12,693△15,05152,48634,7817,15266,675 70 66,745

(注)　１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　２　各事業の主な内容

     　　(1)映画興行事業　　　　　　映画興行及び映画館売店等の運営

　　　　 (2)スポーツ・レジャー事業　スポーツクラブ、ヨガ教室の運営　

　　　　 (3)不動産事業　　　　　　　不動産の販売及びテナントビルの賃貸等

　　　　 (4)自動車教習事業　　　　　自動車教習所の運営

　　　　 (5)その他の事業　　　　　　物品販売及び版権事業等
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　　　在外連結子会社及び在外支店がないため、該当する事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　　　在外連結子会社及び在外支店がないため、該当する事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 277.19円
　

　 　

　 271.10円
　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益 4.58円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純利益 5.96円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

(注)２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 47,985 62,439

普通株式に係る四半期純利益(千円) 47,985 62,439

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 10,476,993 10,472,791

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月８日

武蔵野興業株式会社

取締役会　御中

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　片渕公認会計士事務所

公認会計士 　 　　　　　　　片　　渕　　博　　義　　印

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　八重洲監査法人

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　本　　間　　英　　雄　　印

　

　

私及び当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る武蔵野興業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計

期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私及び当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

私及び当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に

公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により

行われた。

　

私及び当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、武蔵野興業株式会社及び連結子会社の

平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

会社と私及び当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月10日

武蔵野興業株式会社

取締役会　御中

　

八重洲監査法人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　武　　田　　勇　　蔵　　印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　齋　　藤　　　　　勉　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている武蔵

野興業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、武蔵野興業株式会社及び連結子会社の平成21

年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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